
●
は
じ
め
に

　

コ
ス
タ
リ
カ
は
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
随
一
の
民
主
主

義
体
制
を
維
持
し
て
き
た
。
一
九
八
〇

年
代
に
債
務
危
機
に
陥
る
ま
で
、
コ
ス

タ
リ
カ
は
冷
戦
期
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

で
は
珍
し
く
、
社
会
民
主
主
義
政
党
が

議
会
で
も
大
統
領
府
で
も
与
党
に
な
る

こ
と
が
多
く
、
混
合
経
済
体
制
と
、
寛

大
な
社
会
政
策
を
完
備
し
た
福
祉
国
家

体
制
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
経
済
の
多
く
の
部
門
を
国
家

の
管
理
下
に
置
く
こ
と
で
、
多
く
の
労

働
者
を
公
的
部
門
で
雇
用
し
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
で
は
多
い
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

セ
ク
タ
ー
を
減
ら
し
、
失
業
率
を
大
幅

に
低
下
さ
せ
た
。
同
時
に
国
民
全
員
を

対
象
と
す
る
医
療
保
険
制
度
、
さ
ら
に

初
等
教
育
を
国
民
全
員
に
無
料
で
義
務

教
育
と
し
て
与
え
る
こ
と
で
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
で
も
社
会
指
標
の
優
れ
た
国

に
な
っ
た
。

　

ま
た
コ
ス
タ
リ
カ
は
軍
備
を
持
た
な

い
国
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
に
内
戦
が

数
カ
月
続
い
た
後
、
内
戦
に
勝
利
し
た

側
の
政
治
家
た
ち
が
、
彼
ら
に
対
抗
す

る
側
に
あ
っ
た
国
軍
を
解
体
し
、
国
内

の
治
安
を
守
る
警
察
組
織
の
み
を
残

し
、
軍
隊
は
廃
止
し
た
か
ら
で
あ
る
。

軍
隊
を
廃
止
し
た
グ
ル
ー
プ
の
代
表
で

後
に
大
統
領
と
な
っ
た
ホ
セ
・
フ
ィ

ゲ
ー
レ
ス
（Jo

sé F
igu

eres F
er-

rer

）
の
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
軍

隊
を
な
く
し
て
、
そ
の
分
の
予
算
を
教

育
に
投
じ
よ
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
コ
ス
タ
リ
カ
の
特
長
は
、
政
治
的

民
主
主
義
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
社

会
的
公
正
を
達
成
し
、
そ
れ
な
り
に
高

い
経
済
成
長
も
実
現
し
て
き
た
こ
と
に

あ
る
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
の
国
家
丸
抱
え
に
近

い
経
済
・
社
会
政
策
は
、
政
府
の
財
政

を
悪
化
さ
せ
、
恒
常
的
な
経
常
収
支
赤

字
を
招
い
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
次
々
に
対
外
債
務

危
機
に
陥
っ
た
と
き
、
コ
ス
タ
リ
カ
も

ま
た
債
務
支
払
い
停
止
に
陥
る
こ
と
に

な
っ
た
。
コ
ス
タ
リ
カ
は
同
盟
国
米
国

か
ら
経
済
支
援
を
受
け
て
、
債
務
危
機

を
他
国
よ
り
も
容
易
に
乗
り
切
っ
た
。

た
だ
し
コ
ス
タ
リ
カ
も
、
当
時
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
が
直
面
し
た
大
き
な
経
済
的

な
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
、
つ
ま
り
従
来
の

輸
入
代
替
工
業
化
政
策
か
ら
、
市
場
の

開
放
や
民
営
化
、
関
税
自
由
化
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策

へ
の
転
換
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●�

コ
ス
タ
リ
カ
の
直
面
す
る
変
化

と
問
題
点

　

本
特
集
で
注
目
し
た
の
は
、
こ
の
コ

ス
タ
リ
カ
が
過
去
三
〇
年
間
継
続
し
て

き
た
新
自
由
主
義
的
政
策
へ
の
転
換

が
、
同
国
の
政
治
・
経
済
・
社
会
に
ど

の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
た

の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際

に
注
目
す
べ
き
点
は
三
つ
ほ
ど
挙
げ
ら

れ
る
と
思
う
。
ひ
と
つ
は
、
コ
ス
タ
リ

カ
が
混
合
経
済
か
ら
開
放
的
な
、
よ
り

自
由
で
市
場
重
視
の
経
済
に
移
行
す
る

過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
既
得
権
益
層
か

ら
の
抵
抗
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
コ
ス
タ
リ
カ
の
民
主
的
な
政

治
体
制
は
磐
石
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
し
政
治
的
な
変
化
が
ま
っ

た
く
起
き
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

政
党
制
は
二
大
政
党
制
か
ら
多
党
制

（
尾
尻
稿
で
は
「
一
プ
ラ
ス
そ
の
他
大

勢
」
政
党
制
と
呼
ぶ
）
に
移
行
し
、
エ

リ
ー
ト
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
政

治
は
姿
を
消
し
た
。

　

二
つ
目
に
注
目
す
べ
き
点
と
し
て

は
、「
福
祉
国
家
」
コ
ス
タ
リ
カ
が
築

い
て
き
た
社
会
政
策
の
諸
制
度
が
、
新

自
由
主
義
の
影
響
を
受
け
て
変
容
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
年
金
に
せ
よ
医
療

に
せ
よ
、
社
会
政
策
の
制
度
に
市
場
の

要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
市
場
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
導
入
し
な
が
ら
、
な
お
か
つ
社

会
的
公
正
に
国
家
が
責
任
を
持
つ
体
制

を
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
占
め
る
社
会
支
出
は
減
少
し
て
お
ら

ず
、
コ
ス
タ
リ
カ
は
福
祉
国
家
と
し
て

の
ス
タ
ン
ス
を
維
持
す
る
意
思
を
明
確

に
し
て
い
る
。

　

三
つ
目
に
は
、
経
済
面
で
は
コ
ス
タ

リ
カ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
て

山
岡
加
奈
子

特
集
に
あ
た
っ
て
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開
放
経
済
を
促
進
す
る
政
策
に
転
換
し

た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
た
め
コ

ス
タ
リ
カ
経
済
は
、
貿
易
自
由
化
の
枠

組
み
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の
新
し

い
環
境
で
生
じ
る
新
た
な
問
題
に
対
処

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

●�

輸
入
代
替
工
業
化
時
代
か
ら
新

自
由
主
義
時
代
へ

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
民
主
主

義
政
権
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
大
き
な

政
府
」
路
線
は
、
恒
常
的
な
財
政
赤
字

を
招
き
、
政
府
は
経
常
収
支
赤
字
分
を

海
外
か
ら
の
借
り
入
れ
で
ま
か
な
っ

た
。
一
九
八
二
年
の
対
外
債
務
危
機
に

際
し
て
、
指
導
層
は
一
九
四
八
年
以
来

の
輸
入
代
替
工
業
化
モ
デ
ル
の
限
界
を

認
識
す
る
。
そ
し
て
世
界
銀
行
や
国
際

通
貨
基
金
の
勧
告
を
徐
々
に
受
け
入

れ
、
構
造
改
革
に
着
手
す
る
。
し
か
し

こ
の
構
造
改
革
の
過
程
は
、
他
国
に
比

べ
る
と
緩
や
か
で
あ
る
。

　

コ
ス
タ
リ
カ
は
、
一
九
九
〇
年
に
輸

出
加
工
区
法
を
制
定
し
、
輸
入
代
替
工

業
化
か
ら
外
資
導
入
に
よ
る
輸
出
指
向

工
業
化
に
転
換
し
た
。
一
九
九
七
年
に

米
イ
ン
テ
ル
社
の
誘
致
に
成
功
し
た
コ

ス
タ
リ
カ
の
部
門
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
割
合
は
、

同
国
中
央
銀
行
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
製

造
業
が
最
大
で
二
一
％（
二
〇
一
一
年
）

を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て

半
導
体
チ
ッ
プ
生
産
で
あ
る
。
輸
出
加

工
区
か
ら
の
輸
出
は
、
一
九
九
九
年
以

来
コ
ス
タ
リ
カ
の
全
輸
出
額
の
半
分
を

超
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
農

業
部
門
で
も
、
従
来
の
伝
統
的
な
コ
ー

ヒ
ー
と
バ
ナ
ナ
輸
出
に
加
え
、
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
や
ヤ
シ
油
な
ど
、
非
伝
統
品

目
の
輸
出
が
増
加
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
貿
易
収
支
は
赤
字
傾
向
が
続

い
て
い
る
。
中
間
財
を
輸
入
し
て
完
成

品
を
輸
出
し
て
い
る
た
め
、
製
造
業
生

産
や
輸
出
が
伸
び
れ
ば
伸
び
る
ほ
ど
、

中
間
財
輸
入
も
増
え
る
構
造
が
定
着
し

て
い
る
。
他
方
観
光
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

輸
出
は
増
加
し
て
お
り
、
観
光
客
は
一

九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
の
間
に
三
七

万
人
か
ら
一
七
一
万
人
へ
と
五
倍
近
く

ま
で
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
観
光
収
入

は
貿
易
赤
字
を
補
填
で
き
る
ほ
ど
の
規

模
に
は
な
っ
て
い
な
い
（
参
考
文
献
①
）。

●
現
在
の
課
題
―
む
す
び
に
代
え
て
―

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
新
自
由
主
義

へ
の
転
換
は
、
国
民
の
な
か
で
も
農
民

な
ど
の
既
得
権
益
層
か
ら
大
き
な
反
対

を
受
け
て
き
た
が
、
新
自
由
主
義
的
モ

デ
ル
へ
の
変
容
は
着
実
に
進
ん
で
お

り
、
も
は
や
こ
の
動
き
を
止
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
段
階
に
入
っ
た
よ
う
に
み

え
る
。

　

コ
ス
タ
リ
カ
の
課
題
の
第
一
は
、
イ

ン
テ
ル
社
に
代
表
さ
れ
る
世
界
的
な
大

企
業
誘
致
に
よ
っ
て
、
製
造
業
製
品
輸

出
が
大
幅
に
伸
び
た
が
、
と
く
に
国
内

企
業
の
製
造
業
へ
の
参
入
は
進
ん
で
い

な
い
点
で
あ
る
。
輸
出
加
工
区
に
進
出

し
て
い
る
外
国
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は

サ
ー
ビ
ス
部
門
で
あ
り
、
イ
ン
テ
ル
の

よ
う
な
ハ
イ
テ
ク
企
業
は
約
四
〇
社

で
、
全
体
の
一
割
強
で
あ
る
。
外
資
導

入
の
国
内
経
済
の
波
及
効
果
は
ま
だ
限

定
的
で
あ
り
、
国
全
体
の
工
業
化
と
い

う
面
で
は
ま
だ
道
半
ば
と
い
え
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
貧
困
と
格
差

の
問
題
で
あ
る
。
貧
困
割
合
は
、
相
対

的
貧
困
と
最
貧
困
を
あ
わ
せ
る
と
、
一

九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
貫
し
て
二
割

前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
低
所
得
層
の

割
合
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
所

得
格
差
を
示
す
ジ
ニ
係
数
は
一
九
九
〇

年
代
か
ら
悪
化
し
続
け
て
お
り
、
近
年

で
は
〇
・
五
を
上
回
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
の
他
の
国
々
と
変
わ
ら
な
い
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。

　

痛
み
を
と
も
な
う
構
造
調
整
の
結

果
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
現
状
は
、
限
定
的

な
工
業
化
と
、
ま
ず
ま
ず
の
経
済
成
長

を
達
成
し
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
な
か

で
は
比
較
的
貧
困
が
少
な
く
、
し
か
し

格
差
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
ま
と
め
ら

れ
る
。
た
だ
政
治
的
に
は
コ
ス
タ
リ
カ

は
依
然
と
し
て
民
主
主
義
体
制
を
維
持

し
て
い
る
。
政
党
制
度
の
変
容
な
ど
は

み
ら
れ
る
も
の
の
、
安
定
し
た
民
主
主

義
を
保
っ
て
い
る
こ
と
は
特
記
す
べ
き

特
長
と
い
え
よ
う
。

（
や
ま
お
か　

か
な
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
参
考
文
献
》
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図 1　GDP成長率および一人あたりGDP成長率の推移（単位：％）
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